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C S IIを使用する1型糖尿病をもっ
修士論文題目 中高生の生活の実際と血糖コントロールの工夫
目的：C S I Iを使用する1 型糖尿病をもつ中高生の生活の実際と血糖コントロールの工夫を明らかにす 
ることである。






結 果 ：研究対象者は中学生2 名、高校生5 名の計 7 名であった。 「C S I Iを使用する1 型糖尿病をもつ 
中高生の生活の実際」として【苦痛が少なく生活に合わせて操作できるインスリンポンプを選択】、 
【人前を敬遠してインスリンポンプを調整】、 【機器の操作にふりまわされて困惑】、 【節度がない生 
活で血糖コントロールが悪化】、 【病気を知る身近な人の手助けや見守りを享受】の 5 つのカテゴリ 
一 と 「C S I Iを使用する1 型糖尿病をもつ中高生の血糖コントロールの工夫」として【常識的な生活と 
食事摂取基準を守って血糖値が上がらないように工夫】、【日常の成分計算に慣れて推測してカーボカ 
ウント】、 【食事を楽しんで気楽に血糖コントロール】、 【インスリンポンプの異常を早期に察知し慎 
重に管理】4 つのカテゴリーが抽出された。
考 察 ：思春期である1 型糖尿病をもつ中高生は生活の中でインスリンポンプの不便さや療養生活の手 
抜きによって血糖コントロールの悪化を経験したが、インスリン注射よりも利便性が高く周囲の支援 
や見守りがあることで血糖コントロールしやすい療養生活を送っており、扱いやすく人目を気にせず 




総 括 ：C S I Iを使用する1 型糖尿病をもつ中高生は、療養生活の中でC S I Iの利便性を踏まえながら自 
分なりの工夫で血糖コントロールを行い生活していた。CSIIは 1型糖尿病をもつ中高生が病気と付き 
合いながら心身ともに健康に成長発達できるようにサボートする一端を担えると考える。
(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1， 200字程度)
2 . ※印の欄には記入しないこと。
